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統計からみた海外移住消長の要因

押本直正

１．はじめに

わが国における近代的な海外移住は｡明治の開幕とともに始った。明治百年は丁塵移

住百年に相当する。この百年間にわが国の海外移住も糠との消長を示した。

本稿においては．これら消長の要因を探って見たい。海外移住といら現象は単に出移民

国一国（本稿においては日本）の政治経済仕会情勢に左右されるもので桂たく．受入国は

､とエリ．広く世界情勢に影懇される妥頤の多い現象であることは論を俣たない。しかし

ながら．本稿においては主として日本の国内晴勢を中心として、鏑を進めることをお断わ

りしておく。

2．移住百年の数的，地域別傾向（付図参照）

１８６８年（明治元年）５月１６日未明．１５５名の同胞を乗せた英船サイオト号は横

浜を出帆した。“元年者,，とｋｉｄﾋﾞれろハヲイ向け移住者たちである。付図には省略されて

いるが〆わが国における組織的な海外移住はこれを以て噛矢とする。

１８１１年（明治５２年）の移住者はハワイ２２１７５人ｐ北米５，１４０人，カナダ１，

７２６人，ペルー７９０人を主体とし．年間５１，５５４人を数え，日滑戦争後の海外発展

熱を反映してか１つのピークが見られる。

明治時代における第２のピークは．明治５１年（１１０６年）である。ハワイの２５．７

５２人を筆頭にメキシコ５，０６８人．ベル－１．２５７人がその主なものである。

１１０８年（明治４１年）６月１８日サントメ埠頭は７８１人の日本人で賑わった。

蜘笠戸丸組処といわれるブラジル移住着の到着である。それ以前の中南米向け移住者はメ

キシコ．ペルーを主体とするが，この年から数年を経て－正確には明治４５年以降若

干の例外はあるにしても－ブラジル移住者か中南米向け移住者の大宗を占始るに至った。
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統計から染た海外移住消艮の要因

大正時代の２つのピーク‐－－大正２隼７～８年一一は，いずれもブラジル移住者の増口?,■-,61

ﾆｸﾍﾐ.･･,､

ｶﾛｶﾐ大きな原因である。

昭和に入ってからの５つのピーク（そのうち１５年を中心とするものは潜州開拓を主体

とするものであるので．－応除外する）のうち昭和４．８～，年の２つのピークは．それ

ぞれ約６０妬、８０冊がブラジル移住者によって占められている。

この上，に．首璃lJiにかなり顕著をピークがいくつかみられるが一応つきの分類に大別
できるのではある堂いか。

5．移住消長の要因

第１に指摘できることは戦争､終戦調和と移住者数の相関度が高いということである。付

図の明治５２年と５１年の２つのピーク．これは日清。日露両役と相関が想像される。蚕

允昭和２７年以降のピーク（この中には約７万人にのぼる自費渡航者一主としてＵ、臼．

Ａに対する－がふく左れていたいため．図上では顕著なピークをたしていたいが）もこ

の分類に入れることができよう。戦争Ｌ国交断絶という非常事態が解除された直後には，

今堂でせきとめられていた水が流れ出すエラを傾向が見られるのは当然であろう。

第２にいえることは．国内経済低迷との相関である。大正中期（大正７年に米騒動）。

昭和初期（世界的パニック）のピークはこの分類に入れることができるＱ

第５１.ｵ,H民的政莱との関連である。昭和’0年以降の満州移住者はその典型である。西

欧諸国の南北米大陸．アジア，アフリカに対する移住もその例外ではない。

第４は新しい魅力ある移住先国の開拓である。ハワイ，北米に代る中南米地域、さらに

最近のカナ錘アメリカ合衆国と新しく移住できる国ができる度に移住者の数が増加する

のは当然である。

第５は．国民の海外発展意鍼が高鶴されたときである。昭和Ｂ～，年のピークは昭和初

期の不況の影響もさることながら．民族意識，民族のバイタリティ。ナショナリズムの拾

頃かその一因をたしていることは見逃せたい。

勿論これらの他に各種の要因があろう。そして。それらが混然とたって或は強く、戎
Ｐ

は覇くり相互に右機的に結合したから．或は反発したから移住者の数という現実忙反ﾛﾜﾓし

ているものと思われる。
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4．むすび

さて．これらの過去の事実から推定して、今後わが国の海外移住はどの槻左変化を示す

であろうか。

前節において，ｉ毎外移住消長の袈因として．つぎの５つをあげた。今一庇それを振り返

って見て．今後わが国海外移住の前途といったものを椎鵠してみたい。

第１要因戦争．終ｌＩｌｉ講和との関連

鋼２要因国内経済低迷との関連

第５嬰因植民政策とのBQ連

雛４饗因Ｗ７Ｌい魅力ある移住先との関連

第５要因国民の海外発展意識との関連

第１～５要因と①関連は，戦後２０数年の平和・高度経済成長の現実・侵略戦争を否定

した憲法ならびに国民感備など，わが国の現在と考え合せて．さずは当分，無関迎と&､､宝
することができエラ。

しからは．第４ないし第５の要lZtが今後・海外移住の消長を左右するということがいえ

よう。

第４要因はすでに、カナダ移住という面で具体化されつつあるづさらにさた，既存の南

米移住地の整燗．既移住者の安定という問題は.事業団設立以来の腺廻として.漸次成果

をおさめつつあるっ

魂５要因については．若干の説明を要する。前述したエゥに｡簸老は昭和８～９年のピ

ークを民族意識，民族の活力ないしはナショナリズムの台頭をその一因とする見解をとっ

たつとの見解に対する反論はあろうが．この見解が正しいとすれば、現代もあの時代と似

か上った時代であるといえる。もちろん・昭和１０年IiiiHiの国民感１Wは現代のそれとはか

たり異質のものである。｢iil者は八絃一宇のスローガンに象微される上うに多分に帝圃主義

的な面をふくんでいた。しかしながら民族の活力ないしは自侭という点では多くの共通点

がahられる゜数例を挙げ上う゜

蝦近，１０数年における工業力の発展は．ある鄙門ではすでに世界の館一位を独占し胱

けている。底の浅い経済と自らを卑下していた日本経済も必ずしもそうでない反面を表わ
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1薙汁からs舛二海ﾀ)移生澗蚤の要因

してきた。低開発国に対する援助も｡単なる10おつき合い卿程度ではナをされない世界悩

勢におかれてきた。したがって，国際社会における日本の発言ないし行動の影響も。おの

ずからそのウエイトを加えてきている。教育水準は.世界一派を勝示し．勤勉なマンパワー

はすでに一億に述した。その中には，敗戦という屈辱を知らぬ世代（２５才以下）が０４８

労を占めるに至った。

かかる客観附勢は当然．民族の自信と自負を生む。勉蛎力こそ．昭和初期のそれに紋ぶ

ぺ<もないが．経済力極活による日本民族の自惜は．明らかに昭和１，年IitI後のそれをオ

ーバーした。

さらに左た．ここ数年来５回に亘って縮､H府,外務:徴などによって行なわれた「海外移

住に関する.世瞼ilM麺の結果は．移住希望者の蚊が逐年増加していることを示している。

この民族の正当でO新しい自信と自負は，海外発展の鰯も強力な原動力である。元来．

海外移住という行為は国民個人の自主自発的な行為で．極めて主観的な行動規範に主るも

のである。域エクエい生活を求める凶という単純な人111】本能にエる行為である。しかし．

それを四鏡する客観的な要素に上って規制されることの多い行為である。

筆者は，今やこれ産規制する客観的要因は，漸次消滅しつつあるという見解に立つ゜

石川達三氏の;ifl民に描かれた．不況と貧困,失剋と怠禰、腱材老人とトラホームといっ

た移民に対する暗いイメージは．左さし《過去のものにたろうとしている。

自僧と希塾に燃える汀年、日本国の国力を反映する優秀な技術を持った若人が．その過

半数を占める新しい明るい海外移住の時代はすでに始浅っているといえる。

（以上）
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注１．】趨-1880（明妃-13年）は年庇別[』不qlであるが、
北示毎に合計901名移住している、

２．UB68～1898は瞭容史付ｎによる．

拓面日田和12年刊rIB外域､L打Zn

のrUuPT付及び０６尺gZ8f」による．
H1悶拓目５０会の巴f､によら･

は政府漣qLIRFT付０$位肴'二ｍ司尤。
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